
分子標的療法を受ける患者様へ 分子標的療法パス【01005-00】

日付 ／　　 ／ ／　～　／ ／ ／

入院日数 1日目 8日目 9日日～11日目 12日目 13日目

イベント 入院日 退院日

目標

毎日看護師と

評価します

□全身状態に問題がない
□治療について理解でき
る

□全身状態に問題がない
□症状のコントロールができ
ている
□日常生活の注意点について
理解できる

□副作用のコントロール
ができている
□日常生活の注意点につ
いて理解できる

内服

注射

□薬によっては新しく開
始する薬の効果が変わる
ものもあるので、普段内
服している薬を確認しま
す（健康食品、サプリメ
ントも含みます）

検査

□採血とレントゲンがあ
ります

□採血とレントゲンがあ
ります

治療

処置

食事

飲水

清潔

排泄

安静

活動

説明

指導

・明日から始まる内服薬
について説明します

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります

／　　～　　／

□副作用の症状・所
見がない
□治療について理解
できる

・指示通り内服を開始して頂きます

□7日目
採血とレントゲンが
あります

□副作用のコントロールができている
□全身状態に問題がない
□日常生活の注意点について理解できる
□自己管理ができる

　患者氏名：　　　　　　　　　　　　様　　入院病棟：　　　　　病棟　　　　　主治医：　　　　　　　　　　　受け持ち看護師：　　　　　　　　　　　No1/1

市立札幌病院　呼吸器内科・5階東病棟　2020年10月、2021年8月、2022年7月改訂

特に制限はありません

・薬の副作用の徴候を知るため、咳がひどくなったり、息切れするようになっ
たらすぐに知らせてください

・内服開始から2週間後の肺機能検査で特に問題
がなければ退院となります
・退院後2週目（内服4週目）の外来で、薬の効
果を見るために胸のCTを取ります

2日目～7日目

治療日

□グレープフルーツは薬の作用を強くして副作用をおこすことがあるので禁止とします。薬の種類により制限があるものもあるので説明します

・薬の副作用で皮疹が出ることがあるので、皮膚を清潔に保ちましょう。また、爪に障害が出ることがあります
・ひどくなるようであれば皮膚科を受診します

・薬の副作用で下痢になることがあるので、便が軟らかくなったらすぐに知らせてください

退院基準：治療を要する重篤な副作用がない

自己管理の方法を理解している


